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学校だより
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いじめ０（ゼロ）フォーラム実施
11月7日（木）に大子町内の小学校6校の6年生が、オンライ

ンで一同に会し、「いじめ０フォーラム」を実施しました。5月
大子中体育祭への参加、7月常陸那珂港見学に続き、今年度第3
回目となる小学6年生の交流事業では、さはら小学校を幹事校
として、大子町人権擁護委員の先生（先生は本校の学校薬剤師
の先生でもあり、本校6年生も薬物乱用防止教室の講師として
ご指導いただきます。）を講師として、各校のいじめ防止につ
いての取組を紹介し合い、講師の先生からご講評をいただきま
した。
本校6年生は、普段の活動（あいさつ運動、縦割り班活動や

交流事業、授業でがんばっていること、外部講師から学んだこと）を活かして、上の写真中央にある本
校の4つの柱を話し合いました。それを本校を代表して6年 さんが、発表しました。他の５校からも
それぞれの取組が紹介され、子どもたちからは「それぞれの学校で、いじめ
をなくすために真剣に考えていることを知って安心した。」「来年４月に大子
中で一緒に過ごすことになる。仲良くしていきたい。」との感想が述べられま
した。最後に先生から「命とは、自分に与えられた時間の長さ」との話があ
り、「ファイト！」と「糸」をギターでの演奏と歌で、子どもたちへのエール
をいただきました。今回、子どもたちは、「いじめをしない、させない」大切
さを再確認し、中学校生活への見通しと希望をもちました。

マラソン大会の試走を実施～校内マラソン大会11月21日（木）～
11月12日（火）に、来週21日（木）に迫った校内マラソン大会のコースを実際に走ってみる試走を行

いました。子どもたちは、体育科や業間マラソン、家庭での練習の力を発揮しました。あと１週間、体
調を整えベストパフォーマンスで、今の自分より速く、より強くを目指してチャレンジしてほしいと思
います。
今年度マラソン大会では、以下の2種類の表彰を行います。
◆ 記録で3位まで表彰

・低学年（男子の部・女子の部）
・中学年（男子の部・女子の部）
・高学年（男子の部・女子の部）

◆ 宣言タイム賞（初）
試走の記録をもとに、自分の目標タイムを決めます。
その目標タイムを紙に書いて、担任の先生に提出し宣
言します。宣言タイムに近い順から1位～3位まで表彰
します。
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保護者の皆様へ
お子さんに試走の結果を

渡しました。今回、それを
もとに、当日の目標タイム
を検討し、決定します。子どもたちには「頑
張れば達成可能な記録」を考えるよう話しま
した。宣言タイムカードをご家庭に持ち帰り
ますので、「宣言タイム」決定へのアドバイス
や励ましをお願いいたします。

森林（もり）の学校を実施
11月11日（月）に毎年実施している大子特別支援学校

との交流事業とともに、今年は中学校統合を見据え、だ
いご小も加えた3校での交流及び共同学習を行いました。
今回は、秋が深まる奥久慈憩いの森で、間伐材を使っ

たプランターづくりと森林セラピーを行いました。子ど
も達は、隣にいる他の学校の友だちの助けを借り、釘を
打ち付けプランターを完成させました。また森林セラピ
ーでは、セラピストの案内で雨上がりの森の匂いや陽の
光を全身で浴び、小川のせせらぎを聴き、風に舞う木の
葉を見て、素足で苔に触れて五感を使って秋の自然を満
喫しました。
今回の交流学習を企画した教頭

は、「板を支える手、共に自然を感
じる手、憩いの森を離れる際に振
った手。手の先に見える笑顔が、
子どもたちの繋がりを象徴してい
ました。森林（もり）の豊かな自
然を全身で感じ、そこから生まれる
子どもたちの触れあいが今後の地域
交流に繋がることを実感しました。」
と話しました。
これからも地域の良さを活かしな

がら、交流学習を進めていきます。

町たんけん（秋）に出発
第2学年は、11月8日

に生活科の学習で「町
たんけん（秋）」を行
いました。今回の目的
は、春の様子との違い、
町で働く人を知ること
でした。
今回のたんけんでは、 様、 様、

様を見学させていただきました。
子どもたちからの「いつからお店をやって
いるのですか。」「キャンプ場は予約しない
で来るお客さんはいますか。」「工場では何
を作っているのですか。」等の質問に、事業
所の方々は丁寧に答えてくださり、今後の
学習に活用する写真もたくさん撮影させて
いただきました。お忙しい中、ご対応をあ
りがとうございました。


